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千葉県勝浦市沿岸の無節サンゴモ相
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Floristic Account of Non-geniculate Coralline Algae (Rhodophyta)
at the Coast of Katsuura City, Chiba Prefecture, Japan

Masa suke Baba*1§, Norio Kikuchi*2 and Aki Kato*3

要約：千葉県勝浦市沿岸に生育する紅藻類の無節サンゴモ相を明らかにする目的で，2001～2019年に

採集した標本および千葉県立中央博物館分館海の博物館ハーバリウムの所蔵標本を，形態・解剖学的

観察により同定した。その結果，3目8科15属27種1品種の生 育が確認された。このうち6種（コトゲコ

ブイシモ，ミサキイシゴロモ，エゾイシゴロモ，イボオコシ，セトイシモ，カガヤキイシモ）は千葉

県初記録であり，これらの種を含む18種1品種は勝浦市沿岸での新産種であった。勝浦市沿岸に生育す

る無節サンゴモについて，日本国内における分布を文献により調査した結果から，太平洋岸において

13種1品種が分布北限域に，1種が分布南限域にそれぞれ位置すると確認された。

キーワード：房総半島，千葉県，サンゴモ目，石灰藻，地理的分布，ハパリデウム目，勝浦市，

無節サンゴモ，エンジイシモ目

Abstract: Floristic account of non-geniculate coralline algae belonging to the orders of Corallinales, Hapalidiales 
and Sporolithales (Rhodophyta)  at the coast of Katsuura City, Chiba Prefecture was presented. Specimens 
collected at this area from 2001 to 2019 were identified with morpho-anatomical observation. The relevant 
collection deposited at the Herbarium, Coastal Branch of Natural History Museum and Institute, Chiba, was also 
examined. A total of 28 taxa belonging to 3 orders and 8 families were identified, of which 6 species 
(Lithophyllum acanthinum, L. shioense, L.  yessoense, Lithothamnion sonderi , Mesophyllum crassiusculum and 
M. nitidum) were new records in Chiba Prefecture, and 18 species including these species and one form were
newly recorded at the coast of Katsuura City. Based on the literature records on the geographical distribution of
non-geniculate coralline algae reported in this study, it was confirmed that 13 species and one form were
considered as the northern limit, and one species as the southern limit of the distribution along the Pacifi c coast of
Japan, respectively.

Key words: Boso Peninsula, Chiba Prefecture, Corallinales, crustose coralline algae, geographical distribution, 
H apalidiales, Katsuura City, non-geniculate coralline algae, Sporol ithales
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まえがき

　無節サンゴモは紅藻綱のサンゴモ目，ハパリデ

ウム目，エンジイシモ目に所属し，体内に炭酸カ

ルシウムを多量に沈着することにより硬く石灰化

し，主に岩を匍匐する殻状で，膝節（石灰質を沈

着しない組織）を持たない海藻類の総称である（正

置，1984; Nelson et al ., 2015; 加藤，2017）。無節

サンゴモは，刺胞動物のサンゴとともに造礁作用

に深く関わるほか，サンゴ，ウニ，アワビ等の底

生無脊椎動物の浮遊幼生期に着底・変態を促進さ

せる作用があることが知られている（Johansen，

1981; Nelson，2009; Tebben et al ., 2015; Gómez-

Lemos et al ., 2018; Takami and Kawamura，2018）。

また，藻場が衰退する磯焼けの持続要因のひとつ

として無節サンゴモが関与することが多い（藤田，

2002）。

　このように海域生態系で重要な役割を担ってい

る無節サンゴモについて，国内において出現種を

詳 細 に 調 査 し た 報 告 は， 石 垣 島（Matsuda，

1989），阿嘉島（馬場，1997），富山湾（藤田，

1996）， 北 海 道 西 部（Noro et al ., 1983; 藤 田，

1989）など限られている。その理由として，無節

サンゴモは殻状からイボ状の類似した外部形態を

持つ種が多く ，種の同定には組織の観察が必須で

あるにもかかわらず，岩に固着するため採集が難

しい上，組織標本作製には日数が必要なため，藻

類学者から敬遠され（瀬川，1942，1954; 時田・

正置，1964; Maneveldt et al ., 2018），観察する際

に参考になる図鑑等の資料が少ない（鹿内ら，

1981; 馬場, 2000）ことが挙げられる。こうした

採集・同定の困難さを反映し既往の海藻相の記録

には，実際に生育している無節サンゴモの種を把

握していないことが多いと推察される。

　この傾向を確認するため，ここでは2011年から

2019年までの9年間に出版された日本国内の海藻

相に関する論文のうち，既往知見を取りまとめた

論文（河野，2013，2018; 米谷ら，2014; 高橋，

2014）を除く22件について，記録された無節サン

ゴモの種数を調べた（石川・吉田，2011; 菊地，

2011a，2011b; 佐々木，2011; 寺田・鈴木，2011a，

2011b; 行平ら, 2011; 中村ら，2012; 大阪湾海岸生

物研究会，2012, 2018; 島袋ら，2012; 吉田ら，

2014; 井鍋ら，2015; Kimbara et al ., 2015; 高橋・

大森，2015; 高橋ら，2015; 加藤・城内，2016; 

Titlyanov et al ., 2016，2019; 難波ら，2017; 佐々

木ら，2017; 伊藤ら，2019）。その結果から無節

サ ン ゴ モ の 種 数 は， 菊 地（2011a） が9種，

Titlyanov et  al .（2016）が7種，高橋ら（2015）が

6種であり，その他の論文では記録なしあるいは1

～5種であった。また，調査時での無節サンゴモ

の扱いについて，サンゴモ目植物を除く（石川・

吉田，2011），無節サンゴモの未同定種は含まな

い（菊地，2011b），無節サンゴモの出現種は種同

定を行ったヒライボのみを挙げるに留めた（加

藤・城内，2016）と特記される場合のほか，種を

特定せず亜科レベルとしてサビ亜科の一種（伊藤

ら，2019）あるいは無節のサンゴモ目海藻（吉田

ら，2014）とする例があった。

　これとは別に環境省が藻場生態系を対象として

実施しているモニタリングサイト1000沿岸域調査

（藻場）では，現場で同定が困難な無節サンゴモ

について，ヒライボ等の特徴的な種以外は無節サ

ンゴ モとして一括りにするとしてマニュアル化さ

れている（環境省自然保護局生物多様性センター，

2019a）。この藻場生態系モニタリングと平行して

実施されている磯生態系調査では，全国6サイト

のうち5サイト（安房小湊，大阪湾，南紀白浜，

天草，石垣屋良部）において解析対象種のひとつ

に無節サンゴモを選定している（環境省自然保護

局生物多様性センター，2019b）。この場合，無節

サンゴモを，種までの同定は難しいがその生態的

特性が類似していることから複数種群をまとめて

便宜上「種」として取り扱っている（石田ら，

2019）。

　本研究で調査を実施した千葉県沿岸域では，

2001年までに報告された大型海藻類が540種であ

り，そのうち無節サンゴモは33種2品種である（宮

田ら，2002）。宮田ら（2002）のリストに挙げら

れた無節サンゴモには，岡村（1936）に掲載され

ているが，その所属および証拠標本が不明であり

実態が明らかではない分類群が含まれている。こ

のことから，実際に千葉県沿岸に分布する無節サ

ンゴモの種数には不明な点が多い。そこで，本研

究では千葉県の房総半島外房地域に位置する勝浦

市沿岸を対象として無節サンゴモ相を把握する調

査を実施した。この区域ではすでに菊地（2011a）

により大型海藻類が231種報告され，そのうち無

節サンゴモは9種の生育が認められている。しか

し，重点的に 無節サンゴモを対象としてはいない

ことから，その詳細を明らかにすることを目的と

して，生育が認められた種について形態と構造を
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記述するとともに，各種の国内における地理的分

布を検討した。

材料と方法

　本研究で扱った無節サンゴモは，主に2001年か

ら2019年までに千葉県立中央博物館分館海の博物

館が立地する千葉県勝浦市吉尾の前面海域（第1

図）で採集されたもの，および分館海の博物館に

所蔵されている当該海域の標本である。無節サン

ゴモの採集は3～9月にかけて大潮の干潮時に潮間

帯を中心に実施 したほか，一部は素潜りにより

行った。証拠標本は千葉県立中央博物館分館海の

博物館ハ―バリウム（CMNH）に保管した。セト

イシモの同定にあたっては，北海道大学大学院水

産科学研究院に所蔵されている和歌山県白浜町産

の標本（Masaki，1968）を参考にした。種査定は

藻体を脱灰したのちに常法によりパラフィン包埋

を行い，組織プレパラートを作製して実施した。

 　国内における無節サンゴモ各種の分布域は，文

献に基づく既往知見であり，標本を確認していな

い。分布域の区分は瀬川 (1956) を参考にした。

　和名は吉田ら（2015）に，学名はAlgaeBase （Guiry 

and Guiry，2019）にそれぞれ準拠した。亜科以

上の高次の分類は，主にGuiry and Guiry（2019）

に従ったほか, サンゴモ目においては，チャンバ

レン亜科（Caragnano et al ., 2018），コブイシモ科

（Townsend and Huisman, 2018a），イシゴロモ科 

(Athanasiadis, 2016)，アナアキイシモ科（Townsend 

and Huisman, 2018a）におけるフロイオフィクス

亜科（Townsend and Huisman, 2018a）およびメタ

ゴニオリトン亜科（Räsler et al ., 2016），オニガ

ワライシモ科（K ützing, 1843）を，また，ハパリ

デウム目においてはハパリデウム科（Harvey et 

al ., 2003）およびメソフィルム科（Schneider and 

Wynne, 2019）をそれぞれ採用した（第1表）。科，

亜科，属，種の順序は原則としてアルファベット

順とした。

結果と考察

　千葉県勝浦市吉尾地先において無節サンゴモを

採集した結果から，15属27種1品種の28分類群を

同定した（第1表）。このうち6種が千葉県初記録

であり，これらを含む勝浦市沿岸での新産種は18

種1品種であった。本研究において千葉県産とし

て新たに記録された種は，コトゲコブイシモ，ミ

サキイシゴロモ，エゾイシゴロモ，イボオコシ，

セトイシモ，カガヤキイシモである。さらに勝浦

市沿岸産として新たに確認された種および品種

は，シロモカサ，モクゴロモ，ソゾゴロモ，クボ

ミイシゴロモ，ノリマキモドキ，ウズマキフチシ

ロ，ヒラノリマキ，ノリマキ，サモアイシゴロモ，

アナアキイシモ，イシノミ，イシイボ，ヒラオコ

シである。本研究の成果を含めると千葉県産無節

サンゴモは40種3品種になり，勝浦市沿岸にその

約6割が生育することが分かった。しかし，岡村

（1936）に安房産として記録されているイシゴロ

モ属のLithophyllum grumosum, L. racemusおよびイ

シモLeptophytum laeve (Lithothamnion laeve  f. 

tenuisとして)に該当するものは採集できなかっ

た。

　本研究において生育が確認された無節サンゴモ

について，文献による地理的分布を整理した（付

表1）。得られた文献上の分布域により，勝浦市沿

岸産無節サンゴモの地理的分布を検討したとこ

ろ，太平洋岸において13種1品種が分布北限域に，

また1種が分布南限域にそれぞれ位置すると確認

された。すなわち，分布北限種はモクゴロモ，ソ

ゾゴロモ，コトゲコブイシモ，クボミイシゴロモ，

ミサキイシゴロモ，ウズマキフチシロ，アナアキ

イシモ，カサネイシモ，イシノミ，イシイボ，ト

ゲイボ，セトイシモ，カガヤキイシモ，ヒラオコ

シであり，分布南限種はエゾイシゴロモである。

本研究で対象とした勝浦市沿岸の海産植物相の特

徴として，親潮および黒潮の影響を受け，千葉県

の北部と南部との中間的な様相を示すが，やや暖

1 km

第1図　千葉県勝浦市沿岸における採集地。
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第１表　勝浦市沿岸で生育が確認された無節サンゴモのリスト   
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海的な傾向が強いことが指摘されている（菊地，

2011b）。今回の研究において，勝浦市沿岸が太平

洋岸の分布北限域に位置する無節サンゴモは14分

類群であり，これは記録された種の半数に相当す

る。ここで調査した各種の地理的分布は文献情報

によるものであり，誤同定の可能性を否定できな

い。今後は主要な標本庫に所蔵されている登録標

本を調査した うえで，地理的分布の見直しを行う

こと必要である。

　近年，温暖化に伴い日本沿岸域においても海水

温の上昇傾向が認められ，岩礁域に生息す る生物

の地理的分布の変化，海藻藻場の衰退が報告され

ている（桑原 ら, 2006; 三宅, 2017; 島袋ら, 2018, 

Kumagai et al ., 2018）。海藻類への温暖化影響を予

測するためには，海藻類の成長と温度変化に関す

る知見が重要である。現状では，これらの知見は

水産有用種および藻場を構成する大型褐藻類を中

心に集積されているが（原口ら, 2005;  馬場, 

2009, 2010，2014; 村 瀬, 2010; Komazawa et al ., 

2015; 村瀬・野田, 2018），無節サンゴモでは極め

て限られている（Cornwall et al ., 2019）。さらに，

無節サンゴモのなかでも温度変化の影響を受けや

すい種は，海藻に着生する短命な種よりも岩上性

の多年生種であることが指摘されている

（Cornwall et al ., 2019）。本研究で記録された岩上

性の無節サンゴモ18種では，エゾイシゴロモ

（Ichiki et al ., 2000），ヒライボ（吉岡ら, 2017）の

2種において成長と温度に関する室内実験による

知見が報告されているに過ぎない。将来的な海藻

植生の変化を総合的に予測検討するために，より

多くの岩上性の無節サンゴモで温度特性を調査す

ることが重要であると考えられる。

　この研究では種の同定を形態・解剖学的手法に

より実施した。現在，世界的に分子系統学的解析

および形態・解剖的観察を組み合わせた知見をも

とにして，無節および有節サンゴモの種の再検討

や隠蔽種の存在が明らかになり多くの種が新記載

さ れ（例 え ば，Adey et al ., 2015; Basso et al ., 

2015; Hind et al ., 2015; Caragnano et al ., 2018; Liu 

et al ., 2018; Costa et al ., 2019），将来的にサンゴ

モ全体の種数が既存種の2～4倍になる可能性が示

唆 さ れ て い る（Hernandez-Kantun et al ., 2016; 

Maneveldt et a l ., 2016, 2018）。日本に生育する無

節サンゴモについては， 暖海域に分布する種を中

心に分子系統学的研究が実施され，いくつかの種

で多系統性が指摘されるとともに（Kato et al ., 

2011, 2013），新種が報告されている（Kato and 

Baba, 2019）。このように日本産無節サンゴモの

種多様性を把握するためには，遺伝子解析手法を

取り入れ形態的な特徴と併せた種概念の再検討が

必要である。今後，無節サンゴモの種レベルでの

理解が進み分布情報が増加するとともに，その成

果が沿岸域モニタリング調査のみならず，無節サ

ンゴモを用いた生理生態学的研究に応用されるこ

とを期待する。

　以下に，本研究により記録された勝浦市沿岸産

の無節サンゴモについて，各 種の形態と構造，地

理的分布に関する知見をサンゴモ目，ハパリデウ

ム目，エンジイ シモ目の順に示す。

【勝浦市沿岸産無節サンゴモの形態と分布】

サンゴモ目　Corallinales P.C.Sil va & H.W.Johansen 

1986: 250.

サンゴモ科　Corallinaceae J.V.Lamouroux 1812: 

185.

チャンバレン亜科（新称）　Chamber la in io ideae 

Caragnano, Foetisch, Maneveldt & Payri in 

Caragnano et al . 2018: 397

 

シロモカサ　Pneophyllum fragile Kützing 1843: 

385.（第2図A-C）

　体は殻皮状でアマモ Zoste ra marina の葉上に着

生し，幅0.3～1.1mm，厚さ35～53μmになり，し

だいに密生する（第2図A）。体構造は二組織性で

あり，生殖器巣周辺で3～5層になる。生毛細胞が

所々にみられる。中層の隣接する細胞糸間に細胞

融合がみられる。四分胞子嚢生殖器巣は，屋根部

分が体表面にやや突出するか平坦であり（第2図

B），巣内の直径は83～106μm，巣底面の中央に

わずかな小柱があり四分胞子嚢はその周辺に形成

される（第2図C）。アマモの葉上に普通に生育す

る。

基準産地：地中海（Chamberlain，1983）。

国内の分布：南西諸島，九州，四国，本州太平洋

岸中部・北部， 本州日本海岸南部・中部，北海道

北岸（付表1）。

千葉県の分布：館山湾（Miyata et al .，1999），館

山市沖ノ島（松永，1975; 大西，1975），館山市

坂田 （Ohba et al .，1988），鴨川市天津（Konno et 

al .，1988）。本研究がシロモカサの勝浦市沿岸で

の初報告である。
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第2図　A-C シロモカサ（CMNH-BA-7958）。A: アマモに着生する体。B: 体の表面観。C: 四分胞子嚢生殖器巣の
縦断面。巣底の周辺部に形成される四分胞子嚢を示す。括弧内は千葉県立中央博物館分館海の博物館登
録番号（第1表）。以下同様。

　　　 D-F モカサ（CMNH-BA-7961）。D: エビアマモに着生する体。 E: 体の表面観。各個体の境界が明瞭である。
F: 四分胞子嚢生殖器巣の縦断面。巣底の周辺部に形成される四分胞子嚢を示す。

　　　 [スケールバー A: 4mm，B: 200μm，C: 30μm，D: 3mm，E: 300μm，F: 30μm]

BB

FE

D

A

C
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第3図　A-C モクゴロモ（CMNH-BA-7963）。A: ヤツマタモクに着生する体。B: 体の表面観。体表面に盛り上が
る四分胞子嚢生殖器巣。C: 四分胞子嚢生殖器巣の縦断面。四分胞子嚢は巣底の周辺部に形成される。

　　　 D-Fソゾゴロモ（CMNH-BA-7964）。D: クロソゾに着生する体。E: 体の表面観。体表面にやや盛り上が
る四分胞子嚢生殖器巣。F: 四分胞子嚢生殖器巣の縦断面。

　　　 [スケールバー A: 1cm，B: 250μm，C: 50μm，D: 1cm，E: 300μm，F: 30μm]

BA

C

E F

D

B
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モカサ　Pneophyllum zostericola (Foslie) D.Fujita 

1988: 50. （第2図D-F）

　体は殻皮状でスガモ Phyllospadix iwatensis およ

びエビアマモ P. japonicum の葉上に着生し，幅0.4

～1.0mm，厚さ56～68μmになり，しだいに密生

する（第2図D，E）。体構造は二組織性であり，

生殖器巣周辺で4～5層になる。生毛細胞は稀であ

る。中層の隣接する細胞糸間に細胞融合がみられ

る。四分胞子嚢生殖器巣は，屋根部分が平坦であ

り，巣内の直径は101～152μm ，巣底面の中央に

わずかな小柱があり四分胞子嚢はその周辺に形成

される（第2図F）。スガモおよびエビアマモの葉

上に普通に着生する。

基準産地：神奈川県三浦市三崎町（Woelkerling et 

al .，2005）。

国内の分布：九州西岸，瀬戸内海，本州太平洋岸

中部・北部，本州日本海岸南部・中部，北海道（付

表1）。

千葉県の分布：館山湾（Miyata et al .，1999），館

山市沖ノ島（松永，1975），館山市坂田 （Ohba et 

al .，1988），南房総市白浜（松永，1975），鴨川市

天津（Konno et al .，1988），勝浦市吉尾（菊地，

2011a），銚子半 島（千原・沼田，1960; 吉﨑，

2008）。

コブイシモ科　Hydrolith aceae (A.Kato & M.Baba) 

R.A.Townsend & Huisman 2018a: 94.

モクゴロモ　Hydrolithon sargassi  (Foslie) Y.M.

Chamberlain 1994: 128.（第3図A-C）

　体は殻皮状で，ヤツマタモク Sargassum patens 

の体上に着生し，幅1.4～3.6mm，厚さ43～114μm

になる（第3図A）。体構造は二組織性であり，5

～11層になる。生毛細胞はみられない。中層の隣

接する細胞糸間に細胞融合がみられる。四分胞子

嚢生殖器巣は，屋根部分が体表面に突出し（第3

図B），巣内の直径は86～96μm，巣底面の中央に

小柱があり四分胞子嚢はその周辺に形成される

（第3図C）。潮間帯下部から漸深帯に生育するヤ

ツマタモクの体上に普通に着生する。

基準産地：神奈川県三浦市三崎町（Chamberlain，

1994）。

国内の分布：九州東岸，本州太平洋岸南部・中部，

本州日本海岸南部・中部，北海道西岸（付表1）。

千葉県の分布：館山湾（Miyata et al ., 1999），館

山市坂田（菊地ら, 2011b）。本研究がモクゴロモ

の勝浦市沿岸での初報告であり，勝浦市沿岸が太

平洋岸における本種の分布北限域に位置すること

が明らかになった。

ソゾゴロモ　Heteroderma sargassi Foslie f. parvula 

T.Masaki 1968: 26.（第3図D-F）

　体は殻皮状でクロソゾ Palisada intermedia の体

上に着生し（第3図D），幅0.9～2.3mm，厚さ22～

68μmになる。体構造は二組織性であり，5～9層

になる。生毛細胞はみられない。中層の隣接する

細胞糸間に細胞融合がみられる。四分胞子嚢生殖

器巣は，屋根部分が体表面にわずかに突出し（第

3図E），巣内の直径は81～101μm，巣底面の中央

の小柱は不明瞭であり，四分胞子嚢は底面全体に

形成される（第3図F）。潮間帯下部に生育 するク

ロソゾの体上に普通に着生する。

基準産地： 新 潟 県 糸 魚 川 市 能 生 町（Masaki，

1968）。

国内の分布：南西諸島，四国，本州太平洋岸中部，

本州日本海岸中部・北部（付表1）。

千葉県の分布：館山市坂田（Ohba et al .，1988），

鴨川市天津 （Konno et al .，1988）。本研究がソゾ

ゴロモの勝浦市沿岸での初報告であり，勝浦市沿

岸が太平洋岸における本種の分布北限域に位置す

ることが明らかになった。

備考：モクゴロモの品種であるソゾゴロモについ

て，モクゴロモが所属 するコブイシモ属への新組

合せは行われていない（鈴木，2019）。ここでは原

記載（Masaki，1968）に従いモカサ属 Heteroderma 

の属名を使用している。

イシゴロモ科　Lithophyllaceae Athanasiadis 2016: 

292.

コトゲコブイシモ　Lithophyllum acanthinum Foslie 

1907a: 26.（第4図A-C）

　体は殻皮状，いぼ状で岩に固着し（第4図A），

幅16～39mm，厚さ350～940μmになる。体構造

は一組織性であり，中層の隣接する細胞糸間に細

胞融合がみられる。生毛細胞はみられない。四分

胞子嚢生殖器巣は，屋根部分が体表面にドーム状

に突出し（第4図B），巣内の直径は152～223μm，

巣底面の全体に四分胞子嚢が形成される（第4図

C）。潮間帯最下部から漸深帯上部の岩上に普通

に生育する。

基準産地：神奈川県三浦市三崎町（Woelkerling et 

al .，2005）。
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国内の分布：本州太平洋岸中部（付表1）。

千葉県の分布：宮田ら（2002）が千葉県産の記録

として引用した文献（宮田，1998）には，コトゲ

コブイシモに関する記述は見当たらない。した

がって，本研究がコトゲコブイシモの千葉県にお

ける初記録であり，勝浦市沿岸が太平洋岸におけ

る本種の分布北限域に位置することが明らかに

なった。

クボミイシゴロモ　Lithophyllum neoatalayense T.

Masaki 1968: 34.（第4図D-F）

　体は殻皮状で小石や岩に固着し（第4図D），幅

6～16mm，厚さ270～530μmになる。体構造は二

組織性であり，中層の隣接する細胞糸間に二次的

原形質連絡がみられる。生毛細胞はみられない。

四分胞子嚢生殖器巣は，屋根部分が体表面に対 し

水平か，やや窪み（第4図E），巣内の直径は162

～233μm，巣底面の中央にわずかな小柱があり

四分胞子嚢はその周辺に形成される（第4図F）。

潮間帯のタイドプール内の小石や岩の上にまれに

生育する。

基準産地：千葉県鴨川市内浦（Masaki，1968）。

国内の分布：九州東岸，四国，本州太平洋岸中部，

本州日本海岸中部（付表1）。

千葉県の分布：鴨川市内浦（Masaki，1968）。本

研究がクボミイシゴロモの勝浦市沿岸での初報告

であり，勝浦市沿岸が太平洋岸における本種の分

布北限域に位置することが明らかになった。

ヒライボ　Lithophyllum okamurae Foslie 1900b: 4.

（第5図A-C）

　体は殻皮状，いぼ状，こぶ状で小石や岩に固着

し（第5図A），幅23～35mmになる。突起は高さ4

～5mmになる。体構造は二組織性であり，中層の

隣接する細胞糸間に二次的原形質連絡がみられ

る。生毛細胞はみられない。四分胞子嚢生殖器巣

は，屋根部分が体表面にやや突出するか，水平あ

るいはやや窪み（第5図B），巣内の直径は252～

319μm，巣底面の中央によく発達した小柱があ

り四分胞子嚢はその周辺に形成される（第5図

C）。潮間帯のタイドプールから漸深帯上部の小

石や岩の上に生育する。

基準産地：神奈川県三浦市三崎町（Woelkerling et 

al .， 2005）。

国内の分布：南西諸島，九州，瀬戸内海，四国，

本州太平洋岸，本州日本海岸，北海道南岸・西岸

（付表1）。

千葉県の分布：富津市棚海岸（吉﨑，1995），南

房総市大房岬 （菊地ら，2007），館山湾（Miyata 

et al .，1999），館山市沖ノ島（大西，1975），館

山市坂田 （Ohba et al .，1988），館山市坂田・波左

間（菊地，2011b）， 鴨川市天津（Konno et al .，

1988），勝浦市吉尾（菊地， 2011a），銚子海岸（千

原・沼田，1960）。

ミサキイシゴロモ　Lithophyllum shioense  Foslie 

1906b: 23. （第5図D-F）

　体は殻皮状で岩に固着し（第5図D），幅3～

7mm，厚さ130～250μmになり，各個体の境界部

分が明瞭である（第5図E）。体構造は二組織性で

あり，中層の隣接する細胞糸間に細胞融合がみら

れる。生毛細胞は普通にみられる。四分胞子嚢生

殖器巣は，屋根部分が体表面に対し水平であり（第

5図F），巣内の直径は162～192μm，巣底面の中

央にわずかな小柱があり四分胞子嚢はその周辺に

形成される。波当たりの強い潮間帯下部の岩上に，

ト ゲ イ ボ Spongites colliculosum， サ ビ モ ド キ 

Corallina melobesioides と混生して普通に生育す

る。

基準産地：和歌山県潮岬（Woelkerling et al.，2005）。

国内の分布：九州，四国，本州太平洋岸中部（付

表1）。

千葉県の分布：本研究がミサキイシゴロモの千葉

県および勝浦市沿岸での初記録であり，勝浦市沿

岸が太平洋岸における本種の分布北限域に位置す

ることが明らかになった。

備考：北海道函館市からミサキイシゴロモの品種

で あ る キ タ ミ サ キ イ シ ゴ ロ モ Lithophyllum 

shioense f. tenue T.Masaki が 報 告 さ れ て い る 

（Masaki，1968）。この品種は原記載以降に新たな

産地の報告，あるいはその所属を検討した例がな

いことから，ミサキイシゴロモとの関係を今後検

討する必要がある。

エゾイシゴロモ　Lithophyllum yessoense  Foslie 

1909: 17.（第6図A-C）

　体は殻皮状で岩に固着し（第6図A），幅6～

12mm，厚さ320～710μmになる。体構造は二組

織性であり，隣接する中層の細胞糸間に二次的原

形質連絡がみられる。生毛細胞はみられない。四

分胞子嚢生殖器巣は，屋根部分が体表面に対し水

平か，やや窪み（第6図B），巣内の直径は207～
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第4図　A-C コトゲコブイシモ（CMNH-BA-7965）。A: 岩に着生する体。B: 体表面に盛り上がる四分胞子嚢生殖
巣。C: 四分胞子嚢生殖器巣の縦断面。巣底全体に広がる四分胞子嚢を示す。

　　　 D-F クボミイシゴロモ（CMNH-BA-7966）。D: 小石に着生する体。E: 四分胞子嚢生殖巣の表面観。生殖
器巣の屋根は体表面に対して水平（矢印）あるいは窪む（矢尻）。F: 体の縦断面。体表面に対して四分
胞子嚢生殖器巣の屋根部分が窪み（矢印）となる。体内には古い生殖器巣が残る。

　　　 [スケールバー A: 5mm，B: 250μm，C: 50μm，D: 1cm，E: 300μm，F: 100μm]

BA B

C D

E F
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第5図　A-C ヒライボ（CMNH-BA-7968）。A: 小石に着生する体。B: 体の表面観。四分胞子嚢生殖器巣の屋根は，
体表面に対してやや盛り上がるか（星印），水平（矢尻），あるいはやや窪む（矢印）。C: 四分胞子嚢生
殖器巣の縦断面。巣底の中央に発達した小柱（星印）があり，その周辺部に四分胞子嚢が形成される。

　　　 D-F ミサキイシゴロモ（CMNH-BA-7969）。D: 岩に着生する体。矢印は有節サンゴモのサビモドキ。E: 
体の表面観。F: 四分胞子嚢生殖器巣の縦断面。巣底の周辺部に形成される四分胞子嚢を示す。

　　　 [スケールバー A: 5mm，B: 250μm，C: 50μm，D: 6mm，E: 3mm，F: 30μm]

B

D

E F

A B

C
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第6図　A-C エゾイシゴロモ（CMNH-BA-7970）。A: 岩に着生する体。 B: 体の表面観。四分胞子嚢生殖器巣の屋
根は，体表面に対してやや盛り上がるか（星印），水平（矢尻），あるいはやや窪む（矢印）。C: 四分胞
子嚢生殖器巣の縦断面。巣底中央部の小柱とその周辺部の四分胞子嚢を示す。

　　　 D-F ヒメゴロモ（CMNH-BA-7972）。D: サンゴモ属sp.に着生する体 （矢印）。E: 体の表面観。四分胞子嚢
生殖巣の屋根は，体表面に対して盛り上がる。F: 四分胞子嚢生殖器巣の縦断面。巣底中央部の小柱，そ
の周辺部の四分胞子嚢を示す。

　　　 [スケールバー A: 1cm，B: 150μm，C: 50μm，D: 5mm，E: 2mm，F: 30μm]

B

D

A

C

B

FE
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第7図　A-C ノリマキモドキ（CMNH-BA-7973）。A: ヒトツマツに着生する体。B: 四分胞子嚢生殖器巣の表面観。
生殖器巣の屋根は，体表面に対してやや盛り上がる。C: 四分胞子嚢生殖器巣の縦断面。巣底中央部の小柱，
その周辺部の四分胞子嚢を示す。

　　　 D-F ウズマキフチシロ（CMNH-BA-7974）。D: 岩に着生する体。E: 体の表面観。渦巻き模様になる層状
の体と四分胞子嚢生殖巣（矢印）を示す。F: 体の縦断面。重なり合う層状の体および四分胞子嚢生殖器
巣（星印）を示す。

　　　 [スケールバー A: 1.5cm，B: 250μm，C: 30μm，D: 5mm，E: 500μm，F: 200μm]

A

DC

B

E F
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233μm，巣底面の中央に明瞭な小柱があり四分

胞子嚢はその周辺に形成される（第6図C）。潮間

帯最下部の岩上にまれに生育する。

基準産地：北海道余市（Woelkerling et al .，2005）。

国内の分布：本州日本海岸中部，北海道南岸・西

岸（付表1）。

千葉県の分布：本研究がエゾイシゴロモの千葉県

および勝浦市沿岸での初記録であり，勝浦市沿岸

が太平洋岸における本種の分布南限域に相当する

ことが明らかになった。

ヒメゴロモ　Titanoderma corallinae  (P.Crouan & 

H.Crouan) Woelkerling, Y.M.Chamberlain & P.

C.Silva 1985: 333.（第6図D-F）

　体は殻皮状でサンゴモ属の一種 Corallina sp.，

マクサ Gelidium elegans の体上に着生し（第6図

D），幅2～5mm，厚さ320～710μmになる。体構

造は二組織性であり，8～22層になる。生毛細胞

はみられない。中層の隣接する細胞糸間に二次的

原形質連絡がみられる。四分胞子嚢生殖器巣は，

屋根部分が体表面にやや突出し（第6図E），巣内

の直径は157～197μm，巣底面の中央に明瞭な小

柱があり四分胞子嚢はその周辺に形成される（第

6図F）。潮間帯最下部に生育するサンゴモの一種，

マクサの体上に着生する。

基準産地：フランス（Chamberlain, 1991）。

国内の分布：九州東岸，本州太平洋岸中部，北海

道南岸・西岸 （付表1）。

千葉県の分布：館山湾（Miyata et al .，1999），勝

浦市吉尾（菊地, 2011a）。

ノリマキモドキ　Titanoderma dispar  (F oslie) 

Woelkerling, Y.M.Chamberlain & P.C.Silva 1985: 

333.（第7図A-C）

　体は殻皮状で，ヒトツマツ Grateloupia chiangii 

の体上に着生し（第7図A），幅4～13mm，厚さ

190～210μmになる。体構造は二組織性であり，

8～10層になる。生毛細胞はみられない。中層の

隣接する細胞糸間に二次的原形質連絡がみられ

る。四分胞子嚢生殖器巣は，屋根部分が体表面に

やや突出し (第7図B)，巣内の直径は187～228μm，

巣底面の中央部分に小柱があり四分胞子嚢はその

周辺部分に形成される (第7図C)。潮間帯最下部

に生育するヒトツマツの体上に着生する。

基準産地：米国ワシントン州Whidbey島（Woelkerling 

et al ., 2005）

国内の分布：九州東岸，四国，本州太平洋岸中部，

本州日本海岸中部・北部，北海道南岸・西岸（付

表1）。

千葉県の分布：館山湾（Miyata et al ., 1999）。本

研究がノリマキモドキの勝浦市沿岸での初報告で

ある。

ウズマキフチシロ　Ti tanoderma pro to typum 

(Foslie) Woelkerling, Y.M.Chamberlain & P.C.Silva 

1985: 333.（第7図D-F） 

　体は殻皮状，層状で，岩に固着し体表面に渦巻

き状の模様があり（第7図D, E），幅18～37mm，

厚さ640～950μmになる。体構造は二組織性であ

り，互いに重なり合う（第7図F）。生毛細胞はみ

られない。隣接する中層の細胞間に二次的原形質

連絡が みられる。四分胞子嚢生殖器巣は，屋根部

分が体表面にやや突出し（第7図E），巣内の直径

は233～309μm，巣底面の中央に小柱があり四分

胞子嚢はその周辺に形成される。潮間帯のタイド

プールおよび漸深帯上部の岩上に生育する。

基準産地：アメリカ領Virgin諸島（Woelkerling et 

al ., 2005）。

国内の分布：南西諸島，本州太平洋岸中部，本州

日本海岸中部 （付表1）。

千葉県の分布：館山湾（Miyata and Chamberlain, 

1996; Miyata et al .，1999），鴨川市太海（Miyata 

and Chamberlain，1999），鴨川市天津 （Miyata and 

Chamberlain，1996）。本研究がウズマキフチシロ

の勝浦市沿岸での初報告であり，勝浦市沿岸が太

平洋岸における本種の分布北限域に位置すること

が明らかになった。

ヒラノリマキ　Titanoder ma pustulatum (J.V.

Lamouroux) Nägeri 1858：532.（第8図A-C）

　体は殻皮状でカバノリGracilaria textoriiの体上

に着生し（第8図A），幅4～15mm，厚さ60～110

μmになる。体構造は二組織性であり，2～6層に

なる。生毛細胞はみられない。隣接する中層の細

胞糸間に二次的原形質連絡がみられる。四分胞子

嚢生殖器巣は，屋根部分が体表面に突出し（第8

図B），巣内の直径は233～309μm，巣底面の中央

に明瞭な小柱があり四分胞子嚢はその周辺に形成

される（第8図C）。潮間帯最下部に生育するカバ

ノリの体上に多産する。

基準産地：フランス（Woelkerling et al .，1985）。

国内の分布：南西諸島，本州太平洋岸中部，本州
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日本海岸中部 （付表1）。

千葉県の分布：宮田（1998）は千葉県沿岸に生育

するとしているが具体的な産地を示していない。

銚子半島（吉﨑，2008）から採集記録があり，本

研究がヒラノリマキの勝浦市沿岸での初報告であ

る。

ノリマキ　Titanoderma tumidu lum  (Fos l ie) 

Woelkerling, Y.M.Chamberlain & P.C.Silva 1985: 

333.（第8図D-F） 

　体は殻皮状でハリガネBesa paradoxaの体上に着

生し枝を取り巻くようになり (第8図D)，幅5～

15mm，厚さ180～770μmになる。体構造は二組

織性であり，7～11層になる。生毛細胞はみられ

ない。隣接する中層の細胞糸間に二次的原形質連

絡がみられる。 四分胞子嚢生殖器巣は，屋根部分

が体表面にやや突出し（第8図E），巣内の直径は

187～268μm，巣底面の中央に不明瞭な小柱があ

り四分胞子嚢はその周辺に形成される（第8図

F）。潮間帯最下部に生育するハリガネの体上に

まれに生育する。

基準産地：静岡県下田市（Woelkerling et al.，1985）。

国内の分布：南西諸島，瀬戸内海，四国，本州太

平洋岸，本州日本海岸中部，北海道南岸・西岸（付

表1）。

千葉県の分布：館山湾（Miyata et al .，1999），鴨

川市天津 （Konno et al .，1988），銚子半島（千原・

沼田，1960; 吉﨑, 2008）。本研究がノリマキの勝

浦市沿岸での初報告である。

アナアキイシモ科　Porolithaceae (A.Kato & M.

Baba) R.A.Townsend & Huisman 2018a: 114. 

フロイオフィクス亜科　Floiophycoideae R.A.

Townsend & Huisman 2018b: 1. 

オニハスイシモ　Dawsoniolithon orbiculatum (T.

Masaki) R.A.Townsend & Huisman 2018b: 1.（第9

図A-C）

　藻体は殻皮状で小石や岩に固着し，直径1cm程

度になり縁辺部が隆起し（第9図A），幅12～

18mm，厚さ230～540μmになる。体構造は一組

織性であり，中層の隣接する細胞糸間に細胞融合

がみられる。生毛細胞は集合して斑状になり（第

9図B），縦断面では体表面に対して水平方向に配

列する。四分胞子嚢生殖器巣は，屋根部分が体表

面に対しやや盛り上がるか水平であり（第9図B，

C），巣内の直径は177～213μm，巣底面の中央に

わずかな小柱があり四分胞子嚢はその周辺に形成

される。潮間帯のタイドプール内の小石や岩の上

に生育する。

基準産地：高知県室戸岬（Masaki，1968）。

国内の分布：九州東岸，四国，本州太平洋岸南部・

中部，本州日本海岸中部（付表1）。

千葉県の分布：館山湾（Miyata et al .，1999），勝

浦市吉尾（菊地，2011a），銚子半島（芳賀ら，

2009）。オニハスイシモは，勝浦市沿岸が太平洋

岸の分布北限域に位置するとされたが（菊地，

2011a），銚子半島から報告されている（芳賀ら，

2009）。

メタゴニオリトン亜科　Metagoniolithoideae (H.

W.Johansen) emend. A.Rösler, Perfectti, V.Peña & 

J.C.Braga 2016: 422. 

サモアイシゴロモ　Harveylithon samoense (Foslie) 

A.Rösler, Perfectti, V.Peña & J.C.Braga 2016: 425.

（第9図D-F）

　体は殻皮状で岩に固着し（第9図D），幅8～

29mm，厚さ240～530μmになる。体構造は一組

織性であり，中層の隣接する細胞糸間に細胞融合

がみられる。生毛細胞がみられる。四分胞子 嚢生

殖器巣は，屋根部分が体表面に対しやや盛り上が

り巣孔のまわりが白くなることが多く（第9図E），

巣内の直径は86～111μm，巣底面の中央にわず

かな小柱があり四分胞子嚢はその周辺に形成され

る。潮間帯のタイドプールの小石や岩の上に普通

に生育する。

基準産地：サモア諸島Savaii（Woelkerling et al .，

2005）。

国内の分布：九州東岸，四国，本州太平洋岸中部，

北海道南岸・西岸（付表1）。

千葉県の分布：館山湾（Miyata et al .，1999），銚

子半島（吉﨑，2008）。本研究がサモアイシゴロ

モの勝浦市沿岸における初報告である。

備考：形態・解剖学的にサモアイシゴロモと同定

されたブラジル産の標本について，分子系統学的

解析を行った結果，3新種が記載されている（Costa 

et al ., 2019）。

アナアキイシモ　Porolithon onkodes  (Heydrich) 

Foslie 1909: 57.（第10図A-D）

　体は殻皮状で岩に固着し（第10図A），幅7～

36mm，厚さ510～570μmになる。体構造は一組

織性であり，中層の隣接する細胞糸間に細胞融合
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第8図　A-C ヒラノリマキ（CMNH-BA-7978）。A: カバノリに着生する体。B: 体の表面観。四分胞子嚢生殖巣の
屋根は，体表面に半球形に突出する。C: 体の縦断面。基層細胞（矢印）は柵状に配列する。四分胞子嚢
生殖器巣は巣底中央に小柱があり，その周辺部に四分胞子嚢が位置する。

　　　 D-F ノリマキ（CMNH-BA-7981）。D: ハリガネの枝を取り巻くように着生する体。E: 体の表面観。四分
胞子嚢生殖巣の屋根は，体表面からやや盛り上がる。F: 体の縦断面。基層細胞（矢印）は柵状に配列する。
四分胞子嚢生殖器巣は巣底中央に小柱があり，その周辺部に四分胞子嚢が形成される。

　　　 [スケールバー A: 1.5cm，B: 500μm，C: 50μm，D: 1cm，E: 500μm，F: 50μm]

BA B

C D

E F
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第9図　A-C オニハスイシモ（CMNH-BA-7982）。A: 小石に着生する体。B: 体の表面観。生毛細胞群（星印）は
集合して形成され，四分胞子嚢生殖器巣の屋根は体表面に対してやや盛り上がるか（矢尻），水平である
（矢印）。C: 四分胞子嚢生殖器巣の縦断面。巣底中央部の小柱は不明瞭であり，巣底周辺部に四分胞子嚢
が形成される。

　　　 D-F サモアイシゴロモ（CMNH-BA-7985）。D: 岩に着生する体。E: 体の表面。四分胞子嚢生殖巣の屋根は，
体表面からや   や盛り上る。F: 四分胞子嚢生殖器巣の縦断面。巣底中央部の小柱は不明瞭であり，四分胞
子嚢は底面全体に形成される。

　　　 [スケールバー A: 1cm，B: 150μm，C: 30μm，D: 1cm，E: 250μm，F: 30μm]

BA B

C D

E F
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第10図　A-D アナアキイシモ（CMNH-BA-7987）。A: 岩に着生する体。B: 体の表面観。生毛細胞群（矢尻）は集
合して形成される。四分胞子体の屋根は，体表面からやや盛り上がる（矢印）。C: 体の縦断面。体表（矢
印）および体内（矢尻）に埋在する生毛細胞群を示す。D: 四分胞子嚢生殖器巣の縦断面。巣底の中央分
に明瞭な小柱があり，その周辺部に四分胞子嚢が形成される。

　　　　E-G カサネイシモ（CMNH-BA-7988）。E: 岩に着生する体。F: 体の表面観。生殖器巣の屋根は半球形に
盛り上がり（矢印），その縁辺から鱗状の体（矢尻）が形成される。G: 四分胞子嚢生殖器巣の縦断面。
四分胞子嚢は巣底全面に形成される。

　　　　[スケールバー A: 5mm，B: 150μm，C， D: 30μm，E: 1cm，F: 500μm，G: 100μm]

E

BA B

D

C

GF
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第11図　A-C イシノミ（CMNH-BA-7990）。A: 岩に着生する体。B: 体の表面観。二分胞子嚢生殖巣の屋根は，円
錐状に盛り上がる。C: 二分胞子嚢生殖器巣の縦断面。嘴状に突出する生殖器巣の屋根および巣底全体
に形成される二分胞子嚢（矢印）を示す。

　　　　D-G トゲイボ（CMNH-BA-7992）。D: 岩に着生する体。E: 体の表面観。生毛細胞群（星印）は集合して
形成される。四分胞子嚢生殖器巣の屋根は，体表面からやや盛り上がる（矢印）。F: 体縦断面。生毛細
胞群（星印）を示す。G: 四分胞子嚢生殖器巣の縦断面。巣底中央に発達した小柱があり，その周辺部
に四分胞子嚢が形成される。

　　　　[スケールバー A: 1cm，B: 1mm，C: 200μm，D: 5mm，E: 100μm，F: 20μm，G: 50μm]

B

D

E G

F

A B

C
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がみられる。生毛細胞は集合して斑状になり （第

10図B），縦断面では体表面に対して水平方向に

配列する （第10図C）。四分胞子嚢生殖器巣は，屋

根部分が体表面に対しやや盛り上がり（第10図

B），巣内の直径は142～202μm，巣底面の中央に

明瞭な小柱があり四分胞子嚢はその周辺に形成さ

れる（第10図D）。潮間帯の浅いタイドプール内

の岩上に生育する。

基準産地：パプアニューギニア（Woelkerling et 

al .，2005）。

国内の分布：南西諸島，本州太平洋岸中部（付表1）。

千葉県の分布：館山湾（Miyata et al .，1999）か

ら報告されている。本研究がアナアキイシモの勝

浦市沿岸における初報告であり，勝浦市沿岸が太

平洋岸における本種の分布北限域に位置すること

が明らかになった。

備考：形態・解剖学的にアナアキイシモと同定さ

れたインド・太平洋および大西洋の熱帯域産の標

本，ならびに基準標本について，分子系統学的解

析を行った結果から少なくとも20種の隠蔽種の存

在が示唆されている（Gabrielson et al .，2018）。

このほか南西諸島産アナアキイシモに関する分子

系統解析においても，多系統性を示し，複数の隠

蔽種の存在が示唆されている（Kato et al.，

2011）。したがって，勝浦市沿岸産アナアキイシ

モの所属については，今後，遺伝子解析手法によ

る検討が必要である。

オニガワライシモ科　Spongitaceae Kützing 1843: 

385. 

カサネイシモ　Neogoniolithon misakiense (Foslie) 

Setchell &  L.R.Mason 1943a: 90.（第10図E-G）

　体は殻皮状，層状で岩にゆるく着生し（第10図

E），幅7～20mm，厚さ90～180μmになる。体構

造は一組織性であり，中層の隣接する細胞糸間に

細胞融合がみられる。生毛細胞が多数みられる。

四分胞子嚢生殖器巣は，屋根部分が体表面に対し

半球状に隆起し（第10図F），巣内の直径は218～

319μm，巣底全体に四分胞子胞子嚢が形成され

る（第10図G）。潮間帯下部の干出する岩上に稀

に生育する。

基準産地：神奈川県三浦市三崎町（Woelkerling et 

al .，2005）。

国内の分布：四国，本州太平洋岸南部・中部（付

表1）。

千葉県の分布：勝浦市吉尾（菊地，2011a）。勝浦

市沿岸はカサネイシモの太平洋岸における分布北

限域に位置する（菊地，2011a）。

イシノミ　Neogoniolithon setchellii (Foslie) W.H.

Adey 1970: 9.（第11図A-C）

　体は殻皮状で，小石や岩に固着し（第11図A），

幅12～28mm，厚さ310～1280μmになる。体構造

は一組織性であり，中層の隣接する細胞糸間に細

胞融合がみられる。生毛細胞が多数みられる。二

分胞子嚢生殖器巣は，大きく目立ち屋根部分は体

表面に対し円錐状に隆起し（第11図B），巣内の

直径は395～820μm，巣底全体に二分胞子嚢が形

成される（第11図C）。潮間帯のタイドプール内

の小石や岩の上に生育する。

基準産地：米国カリフォルニア州San Pedro

（Woelkerling et al .，2005）。

国内の分布：四国，本州太平洋岸南部・中部（付

表1）。

千葉県の分布：イシノミと同一種（吉田・馬場，

1998）であるスリバチイシモ Neogoniolithon 

pacifi cum sensu Masaki が東京湾を除く千葉県沿岸

に生育すると報告されているが（宮田，1998），

記載および標本写真がなく勝浦市沿岸産イシノミ

と同じ種であるかは，今後検討する必要がある。

本研究がイシノミの勝浦市沿岸における初報告で

あり，勝浦市沿岸が太平洋沿岸における本種の分

布北限域に位置することが明らかになった。

トゲイボ　Spongites colliculosum (T.Masaki) 

Maneveldt & Keats 2016: 29.（第11図D-G）

　体は殻皮状，いぼ状で岩に固着し（第11図D），

幅23～36mm，厚さ10～14mmになる。体構造は一

組織性であり，いぼ状突起は幅0.5～1.1mm，高さ

1～2.6mmになる。中層の隣接する細胞糸間に細

胞融合がみられる。生毛細胞は集合して斑状にな

り（第11図E），縦断面では体表面に対して水平

方向に配列する（第11図F）。四分胞子嚢生殖器

巣は，屋根部分が体表面に対しやや盛り上がり（第

11図E，G），巣内の直径は147～197μm，巣底面

の中央に明瞭な小柱があり四分胞子嚢はその周辺

に形成される（第11図G）。波当たりの強い潮間

帯下部の岩上に普通に生育する。ミサキイシゴロ

モ，サビモドキとともに混生することが多い。

基準産地：高知県室戸岬（Masaki，1968）。

国内の分布：南西諸島，四国，本州太平洋岸中部

（付表1）。
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千葉県の分布：勝浦市吉尾（菊地，2011a）。勝浦

市沿岸がトゲイボの太平洋岸における分布北限域

に位置する（菊地，2011a）。

ウミサビ　Spong i tes  yendo i  (Fos l i e)  Y .M.

Chamberlain 1993: 102.（第12図A-C）

　体は殻皮状になり岩に固着し（第12図A），幅4

～27mm，厚さ210～550μmになる。体構造は一

組織性であり，中層の隣接する細胞糸間に細胞融

合がみられる。生毛細胞がみられる。四分胞子嚢

生殖器巣は，屋根部分が体表面に対しドーム状に

盛り上がり（第12図B），巣内の直径は157～202

μm，巣底面の中央に小柱があり四分胞子嚢はそ

の周辺に形成される（第12図C）。潮間帯下部の

岩や小石の上に普通に生育する。

基準産地：神奈川県三浦市三崎町（Woelkerling et 

al .， 2005）。

国内の分布：九州，瀬戸内海，四国，本州太平洋

岸中部・北部，北海道西岸（付表1）。

千葉県の分布：館山湾（Miyata et al .，1999），勝

浦市吉尾（菊地， 2011a），銚子半島（小高・沼田，

1979）。

ハパリデウム目　Hapalidiales W.A.Nelson, J.E.

Sutherland, T.J.Farr & H.S.Yoon in Nelson et al . 

2015: 464.

ハパリデウム科　Hapalidiaceae Gray 1864: 22.

イシイボ亜科　Choreonematoideae Woelkerling 

1987: 125.　

イシイボ　Choreonema thuretii  (Bornet) F.Schmitz 

1889: 455.（第12図D-F）

　体はモサズキ属の一種 Jania sp.の先端付近の節

間部に半寄生し（第12図 D, E），モサズキ属の一

種の体内に陥入する栄養細胞と球形の生殖器巣か

らなる。四分胞子嚢生殖器巣は外径127～187μm

であり，四分胞子嚢は巣底全面に形成される（第

12図F）。潮間帯のタイドプール内に生育するモ

サズキ属の一種の枝上にまれにみられる。

基準産地：フランスPointe de Querquevi l le

（Chamberlain, 1994）。

国内の分布：本州太平洋岸中部（付表1）。

千葉県の分布：勝浦から館山湾にかけて生育する

モサズキ属の体上に半寄生すると報告され，鴨川

市江見吉浦産の標本が図示されているが（宮田，

1998），千葉県における具体的な産地を示す論文

は検索できなかった。本研究からイシイボが勝浦

市沿岸に生育し，勝浦市沿岸が太平洋岸における

本種の分布北限域に位置することが明らかになっ

た。

サビ亜科　Melobesioideae Bizzozero 1885: 109.

イボオコシ　Lithothamnion sonderi  Hauck 1883: 

273.（第13図A-C）

　体は殻皮状で岩に固着し（第13図A），幅39～

47mm，厚さ220～420μmになる。表面に幅0.3～

0.7mm，高さ0.4～0.6mmになる鈍頭の小突起があ

る。体構造は一組織性であり，中層の隣接する細

胞糸間に細胞融合がみられる。表層細胞は外壁が

平たく張り出す。生毛細胞はみられない。四分胞

子嚢生殖器巣は多孔であり，屋根部分が体表面に

対し円錐台状に盛り上がり（第13図B），その上

面で巣孔を形成する孔板（pore-plate）が平坦で

あり（第13図C），巣内の直径は177～278μmであ

る。潮間帯のタイドプールの岩上に生育する。

基準産地：ドイツHelgoland（Woelkerling et al .，

2005）。

国内の分布：九州東岸，本州太平洋岸中部（付表

1）。

千葉県の分布：本研究がイボオコシの千葉県およ

び勝浦市沿岸における新記録であり，勝浦市沿岸

が太平洋岸における本種の分布北限域に位置する

ことが明らかになった。

クサノカキ　Synarthrophyton chejuense J.H.Kim, 

H.Chung, D.S.Choi & I.K.Lee 2004: 501.（第13図

D-F）

　体は盤状で，キントキ Grateloupia angusta，マ

クサの枝上に着生し（第13図D），幅12～24mm，

厚さ455～710μmになる。体構造は一組織性であ

り，中層の隣接する細胞糸間に細胞融合がみられ

る。生毛細胞はみられない。四分胞子嚢生殖器巣

は多孔であり，集合して形成され体表面に隆起し

ネマテシア状になり（第13図E），巣内の直径は

182～329μmである（第13図F）。漸深帯上部に生

育する紅藻類に着 生する。

基準産地：韓国済州島（Kim et al .，2004）。

国内の分布：南西諸島，九州，瀬戸内海，本州太

平洋岸南部・中部，本州日本海岸南部・中部（付

表1）。

千葉県の分布：館山湾（Miyata et al .，199 9），勝

浦市吉尾（菊地，2011a）。クサノカキの分布域は，

勝浦市沿岸が太平洋岸における分布北限域とされ
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第12図　A-C ウミサビ（CMNH-BA-7995）。A: 小石に着生する体。B: 四分胞子嚢生殖器巣の表面観。四分胞子嚢
生殖器巣の屋根は，半球状に盛りあがる。C: 四分胞子嚢生殖器巣の縦断面。巣底中央の小柱とその周
辺の四分胞子嚢を示す。

　　　　D-F イシイボ（CMNH-BA-7996）。D: モサズキ属の一種の節間部に半寄生する体（矢尻）。E: 体の表面観。
F: 四分胞子体の縦断面。巣孔は単孔であり頂端栓（矢印）がある。

　　　　[スケールバー A: 1cm，B: 200μm，C: 50μm，D: 1mm，E: 100μm，F: 30μm]

A BB

C D

E F
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第13図　A-C イボオコシ（CMNH-BA-7997）。A: 岩に着生する体。B: 体の表面観。四分胞子嚢生殖器巣の屋根は，
体表面から円錐台状に隆起する。C: 四分胞子嚢生殖器巣の縦断面。多数の巣孔（矢印）が形成される。

　　　　D-F クサノカキ（CMNH-BA-7999）。D: キントキに着生する体（左が四分胞子体，右が配偶体）。E: 体
の表面観。四分胞子嚢生殖器巣は集合して形成され体表面に隆起する。F: 四分胞子嚢生殖器巣の縦断面。
多数の巣孔（矢印）が形成された屋根を示す。

　　　　[スケールバー A: 1cm，B: 300μm，C: 50μm， D: 5mm，E: 300μm，F: 30μm]

A B

C D

E F
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第14図　A-D セトイシモ（CMNH-BA-8000）。A: 岩に着生する体。B: 体の縦断面で表層（矢尻）と中層（矢印）
の細胞を示す。C: 体の表面観。四分胞子嚢生殖器巣の屋根は，体表面から盛り上がり円錐台形である。
D: 四分胞子嚢生殖器巣の縦断面。多数の巣孔（矢印）が形成される。

　　　　E-G カガヤキイシモ（CMNH-BA-8002）。E: 岩に着生する体。F: 四分胞子嚢生殖器巣の表面観。生殖器
巣の屋根は体表面から突出し，巣孔が生じる孔板が窪む（星印）。G: 四分胞子嚢生殖器巣の縦断面。窪
んだ孔板 （矢印）を示す。

　　　　[スケールバー A: 5mm，B: 20μm，C: 500μm，D: 30μm，E: 5mm，F: 250μm，G: 100μm]

BA
A

D E

F G

B C
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第15図　A-D ヒラオコシ（CMNH-BA-8004）。A: 岩に着生する体。B: 体の縦断面。表層（矢尻）と中層（矢印）
の細胞を示す。C: 体の表面観。四分胞子嚢生殖器巣の屋根は体表面に円錐台状に盛り上がる。D: 四分
胞子嚢生殖器巣の縦断面。多数の巣孔（矢印）が形成される。

　　　　E-H　コブエンジイシモ（CMNH-BA-8005）。E: 岩に着生する体。F: 体の縦断面。上面が張り出す表層
細胞（矢印），中層の細胞糸間の細胞融合（矢尻）を示す。G: 体表面にパッチ状に広がる四分胞子嚢斑（星
印）を示す。H: 四分胞子嚢斑の縦断面。

　　　　[スケールバー A: 1cm，B: 20μm，C: 500μm，D: 50μm，E: 5mm，F: 20μm，G: 100μm，H: 30μm]

BA

D E

HGF

B C
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たが（菊地，2011a），福島県の塩屋崎から報告さ

れている（Sasaki and Sasaki, 2007）。

メソフィルム科　Mesophyllumacea C.W.Schneider 

& M.J.Wynne 2019: 357.

セトイシモ　Mesophyllum crassiusculum (Foslie) 

Lebednik in Athanas iadis et al . 2004: 151.（第14図

A-D）

　体は殻皮状で岩に固着し（第14図A），幅17～

26mm，厚さ280～1190μmになる。所々に幅0.4～

0.7mm，高さ0.3～0.6mmになる角ばった突起があ

る。体構造は一組織性であり，中層の隣接する細

胞糸間に細胞融合がみられる。表層細胞は外壁が

平たく張り出すことはない（第14図B）。生毛細

胞はみられない。四分胞子嚢生殖器巣は多孔であ

り，屋根部分が体表面に対し円錐台状に盛り上が

り（第14図C），その上面で巣孔を形成する孔板

が平坦であり，巣内の直径は121～167μmである

（第14 図D）。潮間帯下部の日陰になる岩の垂直面

やヒジキに覆われる岩上に普通に生育する。

基準産地：米国カリフォルニア州White’s Point 

(Setchell and Mason，1943b)。

国内の分布：本州太平洋岸南部（付表1）。

千葉県の分布： セ ト イ シ モ は Masaki（1968，

Lithothamnion aculeiferumとして）により和歌山県

白浜町産の標本をもとに日本新産として報告され

た種であり，これまでに国内で生育を確認した例

はない。本研究において勝浦市沿岸産の標本を

Masaki（1968）の標本と比較した結果から，同一

種であると判断された。本研究がセトイシモの千

葉県および勝浦市沿岸における新記録であり，勝

浦市沿岸が太平洋岸における本種の分布北限域に

位置することが明らかになった。

カガヤキイシモ　Mesophyllum nitidum  (Foslie) 

W.H.Adey 1970: 25.（第14図E-G）

　体は殻皮状で岩に固着し（第14図E），幅24～

30mm，厚さ300～640μmになる。体構造は一組

織性で，中層の隣接する細胞糸間に細胞融合がみ

られる。表層細胞は四角形で外壁が平たく張り出

すことはない。生毛細胞はみられない。四分胞子

嚢生殖器巣は多孔であり，屋根部分が体表面に対

し円錐台状に盛り上がり，その上面で巣孔を形成

する孔板が窪み（第14図F，G），巣内の直径は

354～486μmである。漸深帯上部の岩上に生育す

る。

基準産地：神奈川県三浦市三崎町（Woelkerling et 

al ., 2005）。

国内の分布：本州太平洋岸中部，本州日本海岸中

部，北海道南岸 （付表1）。

千葉県の分布：千葉県におけるカガヤキイシモの

分布（宮田ら，2002）として引用された宮田（1998）

には，本種の記述は見当たらない。したがって，

本研究によりカガヤキイシモが千葉県および勝浦

市沿岸における新記録であることが明らかになっ

た。

ヒラオコシ　Mesophyllum vescum  (Foslie) W.

H.Adey 1970: 26. （第15図A-D）

　体は殻皮状で岩に固着し（第15図A)，幅18～

34mm，厚さ210～720μmになる。体構造は一組

織性で，中層の隣接する細胞糸間に細胞融合がみ

られる。表層細胞は四角形で外壁が平たく張り出

すことはない（第15図B）。生毛細胞はみられな

い。四分胞子嚢生殖器巣は多孔であり，屋根部分

が体表面に対し円錐台状に盛り上がり（第15図

C），その上面で巣孔を形成する孔板が平坦であ

り，巣内の直径は218～288μmである（第15図D）。

潮間帯最下部から漸深帯上部の岩上に生育する。

基準産地：神奈川県三浦市三崎町（Woelkerling et 

al ., 2005）。

国内の分布：本州太平洋岸中部（付表1）。

千葉県の分布：館山湾（Miyata et al ., 1999）。本

研究がヒラオコシの勝浦市沿岸における初報告で

あり，勝浦市沿岸が太平洋岸における本種の分布

北限域に位置することが明らかになった。

エンジイシモ目　Sporolithales Le Gall & G.W.

Saunders in Le Gall et al . 2010: 305.

エンジイシモ科　Sporolithaceae Verheij 1993: 

195.

コブ エンジイシモ　Sporolithon durum (Foslie) 

R.A.Townsend & Woelkerling in R.A.Townsend et al . 

1995: 86.（第15図E-H） 

　体は殻皮状，こぶ状で岩に固着し（第15図E），

幅17～32mm，厚さ940～1230μmになる。体構造

は一組織性で，中層の隣接する細胞糸間に細胞融

合がみられる。表層細胞は四角形で外壁が平たく

張り出す（第15図F）。生毛細胞はみられない。

四分胞子嚢斑は体表面にパッチ状に広がり幅3～

10mmmになり, 縁辺部が隆起する（第15図G）。四

分胞子嚢は柄細胞の上に生じ不規則な十字状に分
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割する（第15図H）。潮間帯最下部から漸深帯上

部の岩上に生育する。

基準産地：南オーストラリア（Townsend et al ., 

1995）。

国内の分布：本州太平洋岸中部，本州日本海岸中

部，北海道南部 （付表1）。

千葉県の分布：勝浦市吉尾（菊地，2011a）。
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付表1　本研究で扱った無節サンゴモに関する文献による国内の分布
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付表1　本研究で扱った無節サンゴモに関する文献による国内の分布(つづき)
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付表1　本研究で扱った無節サンゴモに関する文献による国内の分布(つづき)
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付表1　本研究で扱った無節サンゴモに関する文献による国内の分布(つづき)
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